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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
 



 

著作権法により無断での複製、転載等は禁止されております。 

日本産業規格（案）       JIS 
 C 60793-1-53：9999 
 (IEC 60793-1-53：2014) 

光ファイバ－第 1-53 部：測定方法及び試験手順－

水浸せき試験方法 
Optical fibers-Part 1-53: Measurement methods and test procedures-

Water immersion tests 

序文 

この規格は，2014 年に第 2 版として発行された IEC 60793-1-53 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，定義された環境［水浸せき（水に浸かった状態）］での光ファイバ性能を評価する実用的な

方法について規定する。 

この規格の目的は，実際の使用，保管及び／又は輸送時に発生する可能性のある蒸留水又は脱塩水への

浸せきの環境条件に耐えるための光ファイバサブカテゴリ A1a から A1d までのマルチモード光ファイバ

並びに光ファイバクラス B 及び C のシングルモード光ファイバの適正を判断することである。この規格は

主に，水浸せきの影響を一定期間にわたって観察することを目的としている。水浸せき試験の手順は，JIS 
C 60068-2-18 に従って実施する。 

注記 1 この試験の他の光ファイバカテゴリへの適用性は，現在研究中である。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 60793-1-53:2014，Optical fibres－Part 1-53: Measurement methods and test procedures－Water 

immersion tests（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 6821 光ファイバ機械特性試験方法 
注記 対応国際規格における引用規格：IEC 60793-1-32，Optical fibres－Part 1-32: Measurement 

methods and test procedures－Coating strippability 

JIS C 6823 光ファイバ損失試験方法 
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注記 対応国際規格における引用規格：IEC 60793-1-40:2001，Optical fibres－Part 1-40: Measurement 
methods and test procedures－Attenuation 

JIS C 6832 石英系マルチモード光ファイバ素線 
注記 対応国際規格における引用規格： IEC 60793-2-10，Optical fibres－ Part 2-10: Product 

specifications－Sectional specification for category A1 multimode fibres 

JIS C 6835 石英系シングルモード光ファイバ素線 
注記 対応国際規格における引用規格： IEC 60793-2-50，Optical fibres－ Part 2-50: Product 

specifications－Sectional specification for class B single-mode fibres 

JIS C 60068-2-18 環境試験方法－電気・電子－第 2-18 部：耐水性試験及び指針（試験記号：R） 
注記 対応国際規格における引用規格：IEC 60068-2-18，Environmental testing－Part 2-18: Tests－Test 

R: and guidance: Water 

IEC 60793-2-60，Optical fibres－Part 2-60: Product specifications－Sectional specification for category C 
single-mode intraconnection fibres 

3 装置 

3.1 水槽 

この装置は，水を入れた水槽で構成される。pH が 5.0～8.0 の蒸留水，脱塩水又は脱イオン水を使用す

る。 

3.2 その他の機器 

検査及び測定を実施するため（又は詳細仕様に追加の装置が指定されている場合）には，追加の装置を

使用してもよい。 

4 サンプリング及び試料 

光学測定の場合，必要な測定の再現性を確保するために，試料の長さは，光ファイバサブカテゴリ A1a
から A1d までで少なくとも 1 000 m，光ファイバクラス B 及び C で少なくとも 2 000 m でなければならな

い。水槽外の試料の長さは最小限にし，試料全体の長さの 10 %を超える場合は，これを報告することが望

ましい。 

試料の準備は，試験条件下で光ファイバに有害な影響を与えてはならない。詳細仕様で特に規定されて

いない限り，試料は緩くコイル状にし，光ファイバの両端は水から遠ざけることを推奨する。試料は，マ

クロベンドの影響を避けるために，最小曲げ直径 150 mm で水平又は垂直に巻いてもよい。 

試験後の測定値と比較するために，試験前の試料から必要な機械的測定が実施可能な長さを確保してお

く。 

5 手順 

5.1 一般 

試料を 23 ℃±5 ℃に保たれた水で満たされた水槽内に置き，30 日間その状態を維持する。その後，試料

の損失及び被覆除去力を測定する。JIS C 60068-2-18 に従って実施し， “水圧”は規定しない（水圧は電
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気製品の “水密性”の試験に規定されるが，この試験では規定しない）。 

5.2 測定 

5.2.1 光学測定 

JIS C 6823 に規定されている方法 B－挿入損失法又は方法 C－OTDR 法のいずれかを使用して，関連す

る仕様で指定された波長で，初期測定，中間測定（試料が指定された温度で安定した後）及び試験後測定

を実施する。光損失の変化を記録する。 

関連する製品仕様に従って，他の光学測定で行ってもよい。 

5.2.2 機械的測定 

光ファイバの被覆除去力は，JIS C 6821 の箇条 6（被覆除去性の測定法）に規定されている方法を使用

して，試験の前後に測定する。比較のために試験前に確保しておいた試料（箇条 4 参照）を使用して，被

覆除去力の変化を評価する。 

5.3 前処理 

指定されている場合，詳細仕様で要求されているように，試料は前処理しなければならない。 

5.4 試験 

本試験において、試料に対する特別な処置（試料の安定化など）は不要である。 

5.5 後処理 

関連仕様で特に指示がなければ，試料は，12 時間を超えて 48 時間を超えない期間，後処理のため標準

大気条件下に保持する。詳細仕様では，後処理中の測定を規定してもよい。必要に応じて，詳細仕様は，

測定項目及びいつ測定を行うかを規定しなければならない。 

6 合否判定基準 

適用される仕様の限度は，A1 光ファイバについては JIS C 6832，B 光ファイバについては JIS C 6835 及

び C 光ファイバについては IEC 60793-2-60 のそれぞれの該当する項目に規定する。 

7 結果 

7.1 各試験において記録する事項 

－ 試験日及び試験項目 

－ 試料の識別 

－ 試料の長さ 

－ 光損失測定を実施した波長 

－ 光損失変化 

－ 被覆除去力 

－ 水の初期 pH 
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7.2 要求があれば記録する事項 

－ 主要機器の詳細 

8 仕様事項 

詳細仕様では，次の事項を明示しなければならない。 

－ 合否判定基準 

－ 報告する情報 

－ 適用する手順との差異 




